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世界に存在するありとあらゆるものの秩序を
探り，その体系化を目指すのが体系学（systematics）

である。多様な生きものを分類し続けてきた分類
学という営為は，私たち人間にとって体系学的精
神の発露だった。しかし，生きものを含めてもっ
とひろい自然や世界あるいは宇宙の構造を見通す
こともまた，広い意味での体系学が目指す目標と
いえる。ここで重要なことは，包括的な体系なり
大域的な構造が提示されるとき，それは文字テク
ストとして表現されるよりもはるかに多くの情報
と含意が図像パラテクストとして描き出されてき
たという点である1。
本稿では，南方熊楠が彼の世界観を視覚化する

ために描いたいわゆる「南方曼陀羅」に焦点を絞
り，その図像が示唆する思想史の背景と体系学史
の系譜について考察する。この「南方曼陀羅」の
もつ独自性についてはこれまで繰り返し強調され
てきた。たとえば，中沢新一は，「かつて日本人
によって考えだされた，もっともユニークで，も
っとも深遠で，もっとも未来的な可能性を秘めた
学問論，表現論，科学論が，ここにある。これを
解読する努力の中から，きっと私たちの未来を開
く，思想の鍵が取り出されてくるにちがいない」
と書いている2。

南方熊楠の「南方曼陀羅」

南方熊楠（1867～1941）は，親交を結んだ土宜法龍
に宛てた 1903年（明治 36年）7月 18日付の書簡で，
のちに「南方曼陀羅」と呼ばれることになるダイ
アグラムを初めて描いた（図 1）。南方は次のよう
に書いている：「さて妙なことは，この世間宇宙
は，天は理なりといえるごとく（理はすじみち），図
のごとく（図は平面にしか画きえず。実は長

たけ

，幅の外に，厚

さもある立体のものと見よ），前後左右上下，いずれの
方よりも事理が透徹して，この宇宙を成す。その
数無尽なり。故にどこ一つとりても，それを敷衍
追究するときは，いかなることをも見出だし，い
かなることをもなしうるようになっておる。」3

複雑に絡み合ったネットワークとも解釈可能な
この図を，密教の「曼陀羅（曼荼羅）」と初めて見
立てた鶴見和子はこう述べる：「曼陀羅とは，「宇
宙の真実の姿を，自己の哲学に従って立体または
平面によって表現したもの」である。真言曼陀羅
とは，真言の教主である「大日如来を中心として，
諸仏，菩薩，明王，天を図式的にしめしたもので
ある」。この真言曼陀羅にヒントをえて，南方は
曼陀羅を森羅万象の相関関係を図で示したもの，
と解した。」4

図 1に示した「南方曼陀羅」は，現代風にい
えば確かに高次元ネットワークと解釈するのがも
っとも自然だろう。直線や曲線が交差するところ
には点が生じ，それらの点を足がかりにして相異
なる方向へと展開していくこの模式的な網状図に
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ついて，南方は興味深い解説をしている。たとえ
ば，複数の線が交差する要衝に位置する点「イ」
を彼は「萃

すい

点
てん

」と呼ぶ。萃点とは複数の現象に関
係する重要原理であり，「それをとると，いろい
ろの理を見出だすに易くしてはやい」3。一方，孤
立している「ロ」や「ハ」はあまり重要な点とは
みなされない。もっとも離れたところに位置する
点「ル」にいたっては，「あたかも天文学上ある
大彗星の軌道のごとく」3かすかな関連性しかもた
ない。
このように，南方は彼の「南方曼陀羅」を通し

て，森羅万象の関り合いをネットワークのノード
（節点）の相対的位置関係として理解しようとし
た：「すなわち図中の，あるいは遠く近き一切の
理が，心，物，事，理の不思議にして，それの理
を（動かすことはならぬが）道筋を追蹤しえたるだ
けが，理由（実は現

げんしょう

像の総概括）となりおるなり」3。
同じく土宜法龍に宛てた別の書簡の中で，南方

は仏教諸派の間の関連性を同様のネットワーク図
を用いて詳細に論じている。南方は言う：「上の
図（図 2）は網の目のごとく，二集まって一となり，
一散じて二となるように，二倍ずつのものとせる
が，実はこれどころのことでなく，下の図（図 3）

のごとく，レースをあんだように，百集まりて一
となり，また分かれて百となるようなものと見れ
ば，大いによく分かるなり」5。
「南方曼陀羅」に代表される南方のネットワー
ク図は，それらを構成する空間内に張り巡らされ

た線群と交差点群の配置に意味がある。鶴見和子
はこう述べる：「曼陀羅，今日の科学用語でいえ
ば，モデルである。南方曼陀羅は，南方の世界観
を，絵図として示したものなのである」4。そして，
さらに踏み込んで，「南方は土宜法竜以外には，
このようなかれの構想を決して語っていないので
ある。その意味で，南方曼陀羅は，南方の学問の
密教的側面である」4と指摘する。
鶴見和子は真言宗という密教的伝統との関わり
を示唆する。確かに，南方は密教との関わりの中
で「曼陀羅」という世界図像をもちだしてきたの
かもしれない。その点を探るために，植物分類学
者・早田文蔵に目を向けよう。

図 1―「南方曼陀羅」
南方熊楠顕彰館（和歌山県田辺市）所蔵。

図 2―南方熊楠のネットワーク図（1）
南方熊楠顕彰館所蔵。

図 3―南方熊楠のネットワーク図（2）
南方熊楠顕彰館所蔵。
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早田文蔵の「動的分類学」

東京帝国大学理学部教授だった早田文蔵（1874～

1934）は，逝去する直前にドイツ植物学会会報に
「植物ノ動的分類體系ニ就キテ（Über das “dynamische 

System” der Pflanzen）」というドイツ語論文を発表し6，
「動的分類学（dynamische Taxonomie）」という新しい分
類理論を提唱した。特定の形質を重視する「静的
分類学（statische Taxonomie）」ではなく，複数の形質
を同時に考察して総合的に分類体系を構築する動
的分類学は，彼のライフワークだった。その中で
彼は，華厳経の宗教的啓示を受けて動的分類学に
導かれたと明言している。
事物の間のかぎりない相互連関を説く華厳経は，

ごく自然に複雑なネットワーク的世界観を導く。
この論文が発表される 10年前，早田は台湾総督
府の依頼を受け，当時日本領だった台湾の植物相
を研究し，「ゲーテの『植物変容論』における
「葉」の解釈：自然分類の原理の説明として（An in-

terpretation of Goethe’s Blatt in his “Metamorphose der Pflanzen”, 

as an explanation of the principle of natural classification）」なら
びに「動的体系による植物の自然分類（The natural 

classification of plants according to the dynamic system）」と 題
する大部の論文を発表した7。そこに掲載された
カラー図版（図 4）こそ，動的分類学を視覚化した
図だった。曲線が複雑に絡み合うこのネットワー
ク図の点は，早田によれば遺伝子を表している。
動的分類学の背後にあるのは，複雑な遺伝子ネッ
トワークの発現により，多様な生物が出現すると
いう早田の宗教的信念だった。
実際，早田の提唱する「動的分類学」は次のよ

うに描写されている：「ここで，それぞれの種や
遺伝子を私がどのように理解しているかを示すた
めにこんなたとえ話をしてみよう。この宇宙はお
びただしいガラス玉がつながってできる広大無辺
なネットワーク［ein grenzenloses Netz］である。そ
れぞれのガラス玉は色の異なる網の上にあって，
他のガラス玉の像を反射する。その結果，観察者
が見る位置によって異なる模様が現れることにな

る。しかし，それは観察者の目には異なって見え
るにすぎない。実際に存在するのはすべて同じ無
色のガラス玉だからである」6。
早田がイメージしたこのネットワークは，華厳
経の「インドラの網」を連想させる。インドラす
なわち帝釈天の宮殿には巨大な網がかかっていて，
その結び目にはことごとく水晶の宝珠が縫い込ま
れているという。全宇宙を覆うこのインドラの網
の宝珠が互いに反射しあっているさまは，宮沢賢
治の童話「インドラの網」では次のように描き出
されている：「「ごらん、そら、インドラの網を。」
私は空を見ました。いまはすっかり青ぞらに変っ
たその天頂から四方の青白い天末までいちめんは
られたインドラのスペクトル製の網、その繊維は
蜘蛛のより細く、その組織は菌糸より緻密に、透
明清澄で黄金でまた青く幾億互に交錯し光って顫
えて燃えました。」8

ネットワーク視覚化としての曼荼羅

南方熊楠の「南方曼陀羅」と早田文蔵の「動的
分類学」にはいくつも共通点がある。その共通点
のなかでももっとも特筆すべきは，生きものを含

図 4―早田文蔵の高次元ネットワーク
早田は，図中の色分けされた小球は遺伝子であり，それらが多
次元時空間の中で関連しあってひとつのネットワークを形成し
ていると説明した。出典：臺灣總督府民政部殖産局編：臺灣植
物圖譜・臺灣植物誌料（第拾巻）（1921）figure 1
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む万物の多様性を体系化するための基礎として，
いずれも密教のマンダラ的世界図像に基づく可視
化を試みたという点である。ギリシャ時代以来の
長い伝統をもつ「存在の連鎖」に代表される直線
的なチェイン構造，あるいはダーウィンやヘッケ
ルが描いた「系統樹」のようなツリー構造に比べ
て，網状のネットワーク構造ははるかに複雑であ
り，その解読は困難を極めることもある。しかし，
高次元ネットワークはそれ自体は密教的でも秘教
的でもなく，事物の体系の視覚化するツールのひ
とつにすぎない。記号学者ウンベルト・エーコは，
百科事典的な知識の体系化には「迷宮（labirinto）」
たる多次元ネットワークが必須であると主張す
る9, 10。南方や早田が造り上げた “迷宮”をたどる
アリアドネの糸を，私たちは手にしている。
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